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教員免許状更新講習の予備講習を実施してみて












































































































































































表 1 事後評価アンケート (｢最新の教育事情｣)
評価の基準
1:強くそう思う 2:だいたいそう思う 3:あまりそう思わない 4:全くそう思わない
項 目 評 価 結 果
1と回答した者 2と匝答u渚 3と回答u渚 4と回答した者 有効回答数
1.学校現場が直面する諸状況や教員の課題意識を反映して行われていたo 20人 ilI23% tI38人 i'l44% 26^ 30% 3人 3% 87人
2.講習のねらいや到達目標が明確であり､講習内容はそれらに即したものであったo ilI11人 ■13% lI42人 妻48% 31人 36% 3人 3% 87人
3.受講生の学習意欲がわくように工夫をしていたo 6人 7% - iIl45% %^ 41% 6人 7% 87人
4.適切な要約やポイントの指摘等がなされ､説明が分かりやすかつたo I9人 妻fi 10% 1i46^ l!56% 24^ 28% 5人 6% 87人
5.配付資料等使用した教材は適切であったo 13人 15% it47^ !…54% 22人 25% 5人 6% 86人
6.開設者の運営 (受講者数､会場､連絡､事前調査等)は適切であったo 15人 17%48人 量55%壬I 15人17% 9人 10% 87人
7.教育を巡る様々な状況､幅広い視野､全国的な動向等を修得することができたo 27人 31% 三封入 i45%I壬 18^ 21% 3人 3% 87人
8.これまで知らなかりた甥鼠考え方等､手練 や脚 ぶことができ､今後噺 の中での活用や自ら柳 田続した鞠 唄込まれも 17人 20% 46^ 53% 22人 25% 2人 2% 87人
9.受講前より講習内容-の興味が深まり､自分の苦手分野の克服 一助となったo 13人 15% 37人 【…43%!lI 34人 39% 3人 3% 87人
10.朝髄窮落振り返るとともに 一献紅神輿鑑 新牌 での取り糸鰐叫 喚機となった 23人 26% :封入 I【巨5%il‡ 20人 23% 5人 6% 87人
ll.全体を通して､他の教員にも勧めたい講習であったo 11人 13% 34^ !喜39% 35人 40% 7人 8% 87人
96 渡避 :教員免許状更新講習の予備講習を実施してみて

























































































































































学校 .学級経営 153人 15.1%
表3 学校種別の希望する講習内容
(小学校教員の回答人数:543人､中学校教員の回答人数:243人､高校教員の回答人数 :170人)
講習内容 小学校教員 重tの希望者数 'i一 百分率 中学校教員 …の希望者数 妻百分率 高校教員の希望者数 百分率
教科教育法 161人 巨 9.7% 82人 .I33.7% 56人 32.9%
教科専門 44人 邑 8.1% 44人 い 8.1% 36人 21.2%
教育心理､生徒指導 113人 20.8% 125人 51.4% 82人 48.2%
特別支援教育 110人 20.3% 47人 19.3% 31人 18.2%
学校.学級経営 20人 3.7% 34人 14.0% 21人 12.4%
98 渡遁 :教員免許状更新講習の予備講習を実施してみて
の向上だけでは解決できる問題ではない｡
特別支援教育については,ノーマライゼーションの
流れの中で,教育界にも改善を要求された課題で,先
にも記したように独り特別支援学校 ･学級における教
育だけの課題ではなくなったことの反映であろう｡
それで,このアンケート結果から,先ほどの評価の
中で残されたこと,つまり,必修領域での特別支援教
育の講習が受講者の要望に十分応えていたか,という
観点から評価してみると,受講者にとってはややもの
足りないという印象を与えたかもしれない｡しかし,
それは3時間という短い時間では止む得なかったとい
うこともいえる｡
4.結び-免許更新制のあるべき姿一
更新講習を実施し,受講者からのアンケートの回答
をみる限り,更新講習が全く無駄だと言い切ることは
できない｡この更新制の導入を主導してきた山極氏が
期待する効果 ･目的の一部は達成できそうではある｡
しかし,校長たちが期待するような実践的な指導力を
高めることはかなり困難であろう｡
山極氏がいうように,教育の技能 (授業力 ･学級経
営 ･生徒指導の技能)は,本来,日常の教育実践を通
して磨いていくべきものであり,新しい技能の習得を
30時間程度の講習で身につけることは無理であろう｡
それも,10年,20年と長い経験を積んで自分なり指導
スタイルを有する者に,新しい技能を獲得させること
はかなり困難なことであろう｡
従来は,教員に技能を向上させる役割は,先輩教員
や上司あるいは任命権者の教育委員会が担っていたは
ずである｡山極氏も本来はそうあるべきと考えていた
からこそ,上記のようなことばを述べたのであろう｡
しかし,彼は,現在の学校や教育委員会がその役割を
果たせない状況にあるという認識に立ち,新しい制
痩,即ち,更新制の導入に走ったのであろう｡
では,従来学校や教育委員会,とりわけ学校がもっ
ていた教員の世代間教育の機能は,どうして失われた
のであろう｡その最大の理由は,教員の多忙にあるこ
とは教育関係者なら容易に理解できる｡政令で教員は
原則超過勤務ができないにも拘わらず,一日平均2時
間の超過勤務をしている｡そのような状況下,後輩や
同僚のことを気遣う余裕がないのであろう｡
この教員の多忙な状態を改善することが,学校の世
代間教育の機能を復活させる一つの解決方法であると
考えられる｡この多忙の解消は,実は,現在の学校運
営の最大の課題で,その課題が解決されれば,精神的
にゆとりが生まれ,児童生徒と直接向き合う時間も増
え,結果的に教育の効果を高めることになろう｡
学校が,一つの組織体として,協働作業が円滑に行
われるためには,教員の世代間教育を通して同僚意識
を高めていくことは非常に重要なことである｡ただ,
現在学級崩壊を抱えて一番悩んでいる世代が40代であ
ることを考えると,単純に経験年数で世代間教育をす
ればよいというものではないが｡
免許更新制は,教員の資質向上という点で多くは期
待できないし,また,教員に時間的 ･経済的 ･精神的
負担をかけるという問題を抱えているが,教員養成に
関わっている大学教員には,受講者から直接学校教育
の現状や課題を耳にし,研究課題を発見する機会にも
なるというメリットもある｡
フィンランドに視察に行った時,ヘルシンキ大学の
教員が,当地の教員は毎年2日間大学での研修が義務
付けられているので,大学教員はそれに対応しなけれ
ばならないが,直接学校現場の課題が聴けて勉強にな
ると言っていた｡教育において,理論と実践が結合 ･
往還が強く求められている現在,更新制がこの課題に
応えるものになれば幸いである｡
注
1)『今後の教員養成 ･免許制度の在 り方について
(答申)』中央教育審議会,平成18年7月,76頁
2)『現代教育科学』(2007年1月号)明治図書 20頁
3)同上 21頁
4)『現代教育科学』(2008年9月号) 20頁
5)同上 40頁
6)同上 41-43頁
